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平成 19 年が始まり，核医学編集委員会も新メン

バーを加えて井上登美夫委員長のもと新たな気持

ちで望んでいます．懸案の ANM オンライン化も

間近に迫り，停滞気味であった ANM の Impact

Factor が上昇することを期待しています．

核医学診療においては，PET/CT の普及が確実

に進んでいます．放射線診断医の先生に敬遠され

がちであった核医学領域にも，若手の診断医の先

生がどんどん参画されてきているようであり，診

療の質が向上しているものと思われます．FDG が

CT の造影剤だという感覚に異論を唱える核医学専

門医も多くいらっしゃると思いますが，核医学の

学会誌を通じて，核医学のトレーサは造影剤をは

るかに凌駕するものだということを理解していた

だくよう努めていく必要があると考えます．

最近，米国では，アルツハイマー病に対しての

治療薬の治験に FDG-PET を含む神経画像を積極的

に利用していこうという研究プロトコールが進行

しています．神経画像を用いない治験に比べ，治

験対象者の人数は 1/10 程度で済み，さらに短期間

で治験が終了するメリットがあるようです．ま

た，PET/CT 装置のごとく，SPECT/CT 装置も今後

普及するものと思われます．このように，核医学

は転換期を迎え，日常診療および研究においてま

すます多用されていくものと考えられます．

これからも，核医学発展のため会員の方々の

いっそうのご支援をよろしくお願い申し上げます．

（松田　博史）


